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アルコール摂取 循環器疾患予防 

 要 旨   
循環器疾患においてはこれまでの疫学研究は、多量飲酒者でリスクが増加し、少量飲酒

者でリスクが減少する仮説を支持している。多量飲酒者の循環器疾患のリスクの増加は心

筋症、全身性の高血圧、上室性不整脈、脳出血、心不全の増加など冠動脈疾患と関連のな

い循環器疾患の増加を含んでいる。少量から適量飲酒者は循環器へのリスクの増加とはお

そらく関連しないが、冠動脈関連の心不全、脳梗塞、冠動脈疾患のリスクの低下と関連し

ている。このことはアルコールの冠動脈疾患予防説はエタノールによる生物学的メカニズ

ムによっても支持されている。ワイン(特に赤ワイン)の非アルコール性の成分はワインのさ

らなる予防作用について説明できるが、ワイン飲酒者の健康的な飲酒パターンや循環器疾

患の予防な生活はワインの循環器疾患の予防効果をより強めている。健康のための飲酒の

妥当性についての助言はリスクベネフィットに従って個人に合わせた形で行う必要があ

る。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 




